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 最近、外科領域においてもデジタル技術
が急速に発展し、多くの基幹病院でダヴィ
ンチによるロボット⽀援⼿術が導⼊される
など、⼿術室のデジタル化が浸透してきて
います。当院の⼿術室も例外ではありませ
ん。 
 顎顔⾯⼝腔外科では、術前に撮影したCT
やMRIの撮像データを⽤いたシミュレー
ションとナビゲーションシステムを組み合
わせることで、⾼精度の⼿術に向けた試み
を⾏っています。 
 例えば顎変形症の⼿術では、術後の顔貌
が顎⾻の形態によって⼤きな影響を受けま
すので、顎⾻の移動⽅向やその量などのシ
ミュレーションが不可⽋です。また、患者
さんにコンピュータグラフィックスを利⽤
したシミュレーション画像を術前に⾒ても
らうことも、安⼼して⼿術に臨んでもらう
上で有⽤ではないかと思います。 
 私たちはナビゲーションシステムを⽤い
ることで、シミュレーションの結果を実際
の⼿術に反映させています。⼿術ナビゲー

ションシステムでは、⼿術
室内に設置した⾚外線セン
サーを⽤いて⼿術器具の位
置測定を⾏い、患者さんの
地図、すなわち術前に撮影
し たCTやMRIの 画 像 上 で
術者が今どこを⾒ているか、あるいはどこ
に向かって⼿術を進めているかなどをリア
ルタイムに確認することが可能です。私た
ちはこのナビゲーションシステムを⽤いる
ことで、術前のシミュレーションとの誤差
が1㎜以下の精度の⼿術が可能となっている
ことを確認しています。 
 デジタル技術は病診連携にも有⽤です。
インターネット回線等を介してシミュレー
ションの結果を紹介元の地域医療機関と共
有することで術前の検討作業が可視化し
て、より緊密な医療連携が可能になってい
ると考えています。このようにデジタル技
術を駆使することで、患者さんに最善の医
療が提供できるよう努めて参りたいと思い
ます。 
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 顎顔⾯⼝腔外科では、⼀般の⻭科医院では
対応の難しい、⼝腔や顎⾻に⽣じた疾患を対
象として診療を⾏っています。埋伏智⻭や顔
⾯外傷、⼝腔粘膜疾患、良性腫瘍、悪性腫瘍
など診療の対象となる疾患は多岐にわたり、
中でも当科では顎変形症に関して多くの症例
数を有しております。 
 顎変形症の治療は術前および術後の⻭列矯
正だけでなく、⼝腔機能のリハビリテーショ
ンも必要になります。治療⽔準を⾼めるため
には総合的な治療が求められることから、連
携診療科とも協⼒し、顎変形症外来を開設し
ました。 
 当院での顎変形症の⼿術は、デジタル技術
を駆使し、CT画像と専⽤のソフトウェアを
⽤いた術前計画（シミュレーション）と術中
ナビゲーションシステムを⽤いた精度の⾼い
⼿術を⾏なっています。⾻⽚の固定には術後
に除去を⾏う必要のない吸収性⾻接合材料な
ども積極的に応⽤しております。 
 顔貌の変形や⻭並びにお悩みの場合には、
当院の顎変形症外来を⼀度受診されることを
ご検討ください。 
 

 ⾷べる、会話をする、飲み込むなどの機能
は顎⼝腔領域の異常により障害をきたしやす
く、顔貌の変形などは審美性にもかかわる重
要な問題です。先に述べたシミュレーション
やナビゲーションは顎変形症の治療のみなら
ず、深部に埋伏した⻭の抜⻭術や腫瘍の切除
にも応⽤が可能で、その適⽤範囲は今後も拡
⼤していくことが予想されます。 
 われわれは常に機能や形態を可能な限り温
存することを念頭におき、これらのデジタル
技術を活⽤しておりますが、そのワークフ
ローは決して表には出てこない多くのスタッ
フの協⼒に⽀えられております。また、その
結果は連携診療科や紹介元の地域医療機関と
共有することも重要です。 
 どんな診察や治療、⼿術であっても⼝腔外
科医⼀⼈ではそれを実⾏できません。今後も
医局員・スタッフ⼀同、最善の医療を提供す
るという共通の⽬標を持ち、診療技術の向上
に修練を重ねて参ります。これからも各診療
科だけでなく、地域医療機関の先⽣⽅にも病
診連携という形で協⼒をお願いする機会も多
くあるかと思われます。どうぞよろしくお願
い申し上げます。 

顎顔⾯⼝腔外科 講師 佐藤 仁  
診療科紹介︓顎顔⾯⼝腔外科 

写真２ 実際の⼿術の様⼦  写真１ シミュレーションの準備を⾏う医局員 
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 補綴とは、⻭が⽋けたり無くなった場合に
被せ物やブリッジ、⼊れ⻭、インプラントな
どを使った仮の⻭で補うことをいいます。あ
まり馴染みのない⾔葉ですが、⼀⽣の中で殆
どの⼈が受ける治療でもあります。 
 皆様は⻭科治療の際に型取りを経験された
ことがありますでしょうか︖ ⼝の中に粘⼟
のような材料を⼊れるので気分が悪くなった
り、中には上⼿く型取りが出来ず、何度も型
取りを繰り返した経験をお持ちの⽅もいらっ
しゃるのではないでしょうか。 
 そこで私たち補綴⻭科では「⼝腔内スキャ
ナー」というデジタル機器を⽤いて⽇々診療
を⾏なっております。⼝の中に光を当て、治
療部位を直接スキャン（⼝の中の画像をコン
ピューターに取り込むこと）するため不快感
が殆どなく、やり直しや繰り返し型取りをす
る必要はありません。また、スキャンしたそ
の画像データを保存しておくことも出来ま
す。さらに、型取りの範囲を限定すれば従来
の型取りと⽐較して、⾮常に精度の⾼い型取
りができることが私たちの研究成果からもわ
かってきています。 
 私たちはさまざまな種類の⼝腔内スキャ
ナー（写真１）を使って⽇々診療や研究を⾏
なっておりますが、廊下を挟んで3階同フロ
アに技⼯室（被せ物や⼊れ⻭などの補綴装置
を製作する場所）が併設されており、従来の
技術を⽤いた被せ物は勿論のこと、⼝腔内ス
キャナーで得られたデジタルデータを利⽤し
てコンピューターによる設計と削り出しと
いった最新の技術で患者さんの補綴装置を製
作しております。（写真２） 

 現在さまざまな分野において、デジタル技
術は私たちの⽣活に必要不可⽋なものになっ
ております。私たちの⻭科臨床にもデジタル
技術が多く普及しつつありますが、今後もエ
ビデンスに基づいたデジタル技術を安全に活
⽤することで、皆様の健康に寄与できればと
医局員⼀同考えております。 

補綴⻭科 診療科⻑ 岩佐 ⽂則  
⻭科診療トピック 補綴⻭科 

写真１ ⼝腔内スキャナー 

写真２ デジタルラボ（⻭科技⼯室） 

補綴⻭科 スタッフ 
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 新型コロナウイルスの感染者数も⼀時のピークに⽐べれば減少してきましたが、依然として油
断できない状況が続いております。皆様に安⼼して治療を受けていただけるよう感染防⽌に努め
させていただきますので、今後ともご理解とご協⼒をお願い申し上げます。（T.I） 
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